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　豊田氏の事業、豊田自動織布工場は、欧洲戦争といふ未曾有の大好況に恵まれて、逐年発展と膨脹を

重ね、最早個人経営では到底円滑に運営出来ぬ程、尨大な規模となつた。そこで一般外来資本を混へず、

豊田氏一族と、親友の藤野亀之助氏、新たに縁続きとなつた児玉一造氏の参加を得、全く水入らずの一族

一統で株式会社を組織し、従来の豊田氏の個人事業を継承して之を経営することゝ なつた。

　大正七年一月二十九日、資本金五百万円也（内払込金参百万円也）で創立せられた豊田紡織株式会社

が即ちこれである。

　こゝに、 紡機参万四千錘、織機壱千台、男女従業員約壱千名という事業陣容を擁した当社、即ちわが

豊田紡織株式会社は、既に築かれたる堅実なる基磁の上に健かなる誕生を見たのである。

「豊田紡織株式會社誕生」
「豊田紡織 株式会社史」P.20より 1953（昭和28）年4月発行

豊田紡織株式会社は、1942（昭和17）年に解散しましたが、当時、トヨタグループ各社の株式を多数所有しており、
トヨタグループの母体的存在でした。

解説

温源知新 研究と創造の生涯 ～佐吉の志と、それを支えた人々～

博物館の防災は、不特定多数のお客様を対象としたものでなくてはなりません。当館では、約２割が海外の

お客様であるため、避難訓練は、多言語対応（日・英・中・韓）を意識したものとなっています。また、私自身、東京

で東日本大震災を体験し、当時は、携帯電話もインターネットも通じず、事務所にTVもなかったため、正確

な情報を知る手段がなく、大変不安な思いをしました。そのため、先ず当館では、エントランスの大型モニター

でTV放送を流し、大勢のお客様に正確な情報をお伝えできるようにしました。非常用発電機、断水時の携帯

トイレや非常食も準備し、お客様の一次的な避難滞在にも対応できるよう準備しています。今後も避難訓練を

通じ、館の防災レベルを向上させていきたいと思います。
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チョット

防災こだわり私のこだわり私の テーマ ※当館の運営スタッフの思いを
　新シリーズで紹介していきます。

個人営業を株式経営に改組

豊田佐吉生誕150周年を記念して、2017年通年で「赤れんが便り」に特集した「温源知新」を加筆修正して、

一冊にまとめました。全20頁、A4版、フルカラー、定価300円（税込）。佐吉の生涯をコンパクトに知りたい方

におススメです。当館ミュージアムショップのみで販売しております。　　　　
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